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まえがき 

日本の経済を支える社会インフラの中において重要な道路橋は，1970 年代の高度経済成長期

に整備されたものが多く，それから半世紀が過ぎようとしている．この時代に造られた鋼道路

橋の床版は，現在造られている床版に比べ部材厚や構造細目において長期耐久性という観点か

ら総じて劣ることや，近年の交通量の増加，重量車両の規格変更などの影響により疲労損傷を

受けやすい．鋼道路橋 RC 床版（以下，RC 床版）は，このような過酷な使用状況などによるほ

か，ひび割れから浸入した水により悪影響を受けること，凍結防止剤などにより塩害や鋼材の

腐食が生じやすい環境にあることから劣化や損傷の進行が早まっている．そのため，RC 床版の

増厚，炭素繊維などによる補修･補強が行われる一方，劣化や損傷により機能を失った RC 床版

の更新が検討されるとともに，車道幅員や車線の不足などにより道路の有効性が失われた鋼道

路橋の架け替えが全国各地で行われている． 

土木学会鋼構造委員会は，道路橋床版の複合劣化に関する調査研究小委員会（2013 年 5 月～

2016 年 3 月，委員長：大田孝二）活動などを通じ，床版・防水システムの維持管理に関わる損

傷度評価や補修・補強技術に加え輪荷重疲労のみでなく材料劣化を含めて複合的な損傷・劣化

を評価対象にした，より実用的なマニュアル・ガイドラインを発行している．現在も毎年秋に

開催される床版シンポジウムを通じて活動は続けられている．また，鋼橋の大規模修繕・大規

模改築に関する調査研究小委員会（2013 年 6 月～2016 年 5 月，委員長：水口和之）は，これか

ら予想される鋼橋の大規模修繕・大規模更新は過去の経験から学ぶ事が多いということから，

これらの計画・設計に携わる技術者に向けて参考となる事例の提供を目的に活動が行われた．

この報告書は，高速道路会社などの各インフラ管理者が行う大規模修繕・大規模更新への取り

組み状況や鋼橋の大規模修繕・大規模更新に関する国内外の特徴的な事例を収集しており，RC

床版更新の事例としては 8 件が取りまとめられた． 

補強や部分的な更新で機能を取り戻すことのできない RC 床版は，全面的に取り替えることと

なるが，その際，最新の知見を盛り込むことで更新される床版は，版厚の増加や荷重の増加に

伴う上部工の耐力不足などの新たな問題を抱えることとなる．また，現場では交通規制による

制約の中，安全な撤去・架設方法が求められ，設計・施工計画の立案に相当な時間を費やすこ

ととなる．今後，更に施工環境が厳しくなるとともに，設計・施工条件が難しい合成桁を対象

とした RC 床版の更新が増加すると予測され，道路管理者をはじめ設計・施工に関わる実務担当

者にとって喫緊の課題となっている． 

このような背景から，本小委員会は，RC 床版に関する維持管理・補修の現状とこれから範囲

の拡大が予測される RC 床版の更新施工技術について，最新の施工事例と施工技術を収集すると

ともに，与えられた施工環境に応じて安全かつ効果的に RC 床版の更新が行えるように，差し迫

った課題に対して解決方法を検討してきた．本報告書は，本小委員会で討議した項目の中から

RC 床版の更新に関して設計実務に役立ちそうな有益な情報を集めて整理した．第 1 章は現在の

RC 床版の現状をまとめ，第 2 章は RC 床版を更新するにあたり抱えている問題や課題への対応

方法を示すとともに設計・施工の進めるにあたり配慮すべき事項を整理した．第 3 章は課題別

に解決のヒントとなる施工事例を集め，第 4 章はより RC 床版に関する理解を深めるために合成

桁の種類と考え方などの最新の知見と技術を紹介している．本報告書が今後，多く行われるこ

ととなる RC 床版の更新に少しでも役立てば幸いである． 

令和 2 年 4 月 

鋼道路橋 RC 床版を更新する施工技術に関する小委員会 

委員長 並川 賢治 
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【報告書に用いた用語】 
 
RC 床版： 鋼道路橋に使用される鉄筋コンクリート床版． 

PC 床版： 鋼道路橋に使用されるプレストレストコンクリート床版． 

PCa： プレキャストの略称． 
本報告書においてスペースが限られた表中に使用． 

PCaPC 床版： プレキャストプレストレストコンクリート床版の略称． 
本報告書においてスペースが限られた表中に使用． 

床版取替： 損傷劣化した RC 床版を RC 床版，PC 床版，鋼床版などに取り替える工事． 

RC 床版更新： 床版取替，主桁の補強，損傷補修を含めた一連の工事． 
本報告書において更新は取替の意味を包含して使用． 

床版更新： RC 床版更新と同義． 

更新用床版： RC 床版を取り替えた後の RC 床版，PC 床版，鋼床版などの床版． 

劣化： 時間の経過に伴って進行する変状． 

変状： 何らかの原因で，コンクリートやコンクリート構造物に発生している，本来

あるべき姿でない状態．初期欠陥，損傷，劣化の等の総称． 

初期欠陥： 施工時に発生するひび割れや豆板，コールドジョイント，砂筋などの変状． 

損傷： 地震や衝突等によるひび割れや剥離のように短時間のうちに発生し，その後

は時間の経過によっても進行しない変状． 

健全性： 構造物の状態を表す定性的な表現，定量的な数値． 

健全度： 構造物の状態を表す定量的な数値． 

頭付きスタッド：コンクリート床版と鋼桁を接合する柔なずれ止め． 
英語では headed stud とか headed shear stud と呼ばれる．ドイツ語では

Kopfbolzendübel と呼ばれている．1950 年代に I. M. Viest 博士が米国で開

発された．日本では，スタッドジベルと呼ばれることもある． 

馬蹄形ジベル： コンクリート床版と鋼げたを接合する剛なずれ止め． 
ドイツ語で Hufeisen(馬蹄)dübel．これはおもにドイツで開発されてきたた

め，馬蹄形ジベルと呼ばれている．溶接量が多いため，頭付きスタッドが普

及するにつれてその適用が減少してきた． 

砂利化： コンクリートのセメント分が溶出し骨材が露出する状態．土砂化と同義． 
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